
これから産業プランの発表を始めます。
発表者の岡内光です。
以下同文
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私達が和紙の魅力と弱さというタイトルにした理由は、和紙には美しく丈夫という魅力
がある反面

さまざまな弱さがあります。今回私達は和紙の弱さに焦点を当あて、解決策を立てて
ゆきます。
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まず和紙誕生の経緯についてです。和紙のできた由来は昔お坊さんがお経を書いたり、

手紙を書くのにたくさんの紙を使っていました。各地で紙づくりがさかんになり材質の良
い紙が
作られるようになりました。そのようなことから和紙が誕生しました。
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こちらは人間国宝に認定された浜田幸雄（はまださじお）さんです。この方は土佐典具
帖紙（とさてんぐちょうし）を作る技術を持っている方です。土佐典具帖紙とはカゲロウ
の羽といわれるほど薄く、

しかし丈夫な紙のことです。今は亡くなってしまいましたが技術はお孫さんが弟とともに
次いでいるそうです。
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こちらは吉井源太さんです。この方は和紙の製造能率を上げたり和紙の材質を上げる
ことにより一時期いの町に土佐和紙の黄金時代を築き上げた方です。この画像が吉井
源太さんの生家です。
いの町立伊野小学校から１分の位置にあるので機会があればぜひ行ってみてください。
YEAH!!
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こちらは先ほどの吉井源太さんが築いた土佐和紙の黄金時代の産物です。
この建物の白い部分に土佐漆喰が使用されていてとても高価な建物です。
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和紙の原料はこうぞ、みつまた、
がんぴが使用されて
います。これらはいの
町の美しい仁淀川と
自然によって作られて
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いました。それによっ
て原料が取りやすく和
紙が作りやすかったの
でいの町が繁栄した
のだと考えらえます。
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これは２０１０年のいの町の製造業と就業者数のグラフです。この水色の部分が紙業
の就業者数です。見て分かる通り７９０人と圧倒的に多いです。これを見ても紙業がい
のちょうを支えているのがわかりす。
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今、紙すきの後継者が減少しています。それは和紙という文化性の高い物をつくる、自
分の漉いた紙がずっと後世にまで残る、今の世の中で本物の価値観に基づいた自信
も誇りも持てる、そんな手漉き和紙なのになぜ後継者が育たないのでしょうか。
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将来のいの町はこのコンテストを経て和紙といえばいの町という固定概念を植え付け
ることにより和紙で有名に町になると思います。さらには国を超えて紙といえばいの町
といわれるのではと思います。

その結果いの町は繁栄しほかの市町村の発展の手伝いもできるのではないかと現状
では考えられます。
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